
‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‬

‭令和6年度を振り返って‬

‭　本年度もいよいよ終わりを迎え、あっという間の一年でした。地域の皆様のお力添えをいただきな‬

‭がら、この一年を無事に過ごすことができましたこと、心より感謝申し上げます。本当にありがとう‬

‭ございました。‬

‭　‬

‭　この一年間、私たち執行部は「保護者の皆様にPTA活動への理解を深めていただくこと」に注力し‬

‭てまいりました。時代の変化や保護者の働き方の多様化を踏まえ、PTAの在り方そのものを見直し、‬

‭「子どもたちのためにできること」を最優先としながらも、「できる人が、できる時に、できる事‬

‭を」というスローガンのもと、主体的なボランティア活動の推進に取り組んできました。‬

‭　特に、保護者の皆様に活動への理解を促すため、こまめな働きかけや活動内容の見直し・簡略化を‬

‭行いました。また、執行部としても「一保護者」の視点に立ち、無理のない活動を模索し、負担軽減‬

‭を図る努力を重ねました。その一環としてペーパーレス化やデジタル化を積極的に推進し、結果とし‬

‭て来校回数を月平均15日から7. 3日に、滞在時間を11時間から2.5時間へと大幅に削減することがで‬

‭きました。‬

‭さらに、さいたま市PTA協議会の使途不明金問題を受けて、慎重に検討を重ねた結果、同協議会か‬

‭らの脱退を決断いたしました。この決定に対し、すべての保護者の皆様にご納得いただけたわけでは‬

‭ないかもしれませんが、PTAへの考え方に変化が生まれ、執行部だけでなく保護者の皆様とともに考‬

‭え、協力し合う土壌が少しずつ整ってきたのではないかと感じています。‬

‭　‬‭こうして、保護者の皆様への啓蒙活動の基盤を整えることができました。次年度以降は、地域の皆‬

‭様との更なる関わりを深め、より一層のご協力を賜りたく存じます。‬

‭　さて、本年度をもちまして、私自身もPTA会長の職を卒業することとなります。1年という限られ‬

‭た期間ではありましたが、これまでコロナ禍で停滞していた活動が、少しずつ再び動き出したように‬

‭感じています。次世代へとこのバトンを引き継ぎながら、学校・保護者・地域が連携を維持し、子ど‬

‭もたちのためにより良い環境を築いていけるよう、皆様のお力添えをお願い申し上げます。‬

‭最後になりますが、この一年間、温かいご支援とご協力を賜りましたことに、改めて心より感謝申し‬

‭上げます。今後とも変わらぬご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。‬

‭令和7年３月‬

‭PTA会長 木下 眞由子‬



‭〜令和6年度地域の方と行ったPTA活動特集〜‬

‭◆令和7年度より大戸小PTAの名称が変わる？　‬
‭活動内容の見直しを行い、「PTA」は「OTS（オー・ティー・エス）※」、「執行部」は‬

‭「サポートチーム」としてリニューアルする予定です。※OTS・・・大戸スマイルの略‬

‭より一層、子どもたち、保護者、学校、地域の皆さまも笑顔になるような活動を目指しま‬

‭す。‬

‭◆令和7年度より個別登校となります‬
‭登校班での登校から個別登校へと変わります。交通安全のルールやマナーを各家庭で再度確‬

‭認し、子どもたちをサポートいたします。保護者の立哨当番に変更はありません。にこにこ‬

‭パトロールの皆様におかれましては、来年度も引き続きご支援賜りますようお願い申し上げ‬

‭ます。‬

‭さいたま市立大戸小学校PTA（OTS）　お問い合わせ先　oto-pta@outlook.jp‬


